
施設名

市担当課

（１）指定管理者

団体名

指定期間

管理体制

（２）事業内容

管理業務

運営業務

自主事業

その他

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

当館は平成１９年７月から現指定管理者により運営されているが、名誉
館長に桂文枝師匠を配し、館のＰＲに努めるとともに、独自の事業を展
開して、市内外からの来館者を集めている。利用者の利便性向上につ
いても努力している。

（３）利用状況

施設

事業

（評価対象期間：平成29年4月～令和4年3月）

池田市立上方落語資料展示館

市民活力部人権・文化国際課（７５４－６２３２）

落・楽倶楽部『いけだ』

平成２９年４月～令和４年３月

池田市立上方落語資料展示館の管理、必要設備の維持管理
事業の企画、立案、実施
落・楽倶楽部『いけだ』規約

開館時間：午前１１時～午後７時
休館日：毎週火曜日、１２月２９日～１月３日
運営：落語の視聴・情報・映像コーナーの運営及びＰＲ
アマチュア落語家の養成

アマチュア落語家出前寄席、アマチュア落語家養成講座、社会人落語日本一
決定戦の開催協力、
社会人落語日本一寄席、落語みゅーじあむ寄席、アマチュア落語家発表会寄
席
落語バルの協力

・観光振興に対する支援
・地域活性化に対する支援
・池田市にゆかりのある落語資料の研究、保存及び収集活動
・池田市観光協会によるホームページの作成
・桂文枝師匠に名誉館長を依頼、上方落語協会との連携

別紙のとおり

指定管理者の管理運営に関する評価シート

・落語会の実施
・アマチュア落語家養成講座の開催
・情報誌「かみ落語」の作成
・落語みゅーじあむリーフレットの作成

スタッフ１３名（通常２名体勢、繁忙期は３名）



担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

入場者数は開館以来、減少の傾向にあったものの、近年の落語会の実
施やアマチュア落語家の養成講座の開催などで利用者数の向上に努め
ている。また、地域の団体との連携により、出前寄席を開催し、地域の
文化振興に貢献している。

（４）市民満足度

苦情等の状況

利用者アンケートの
実施状況

利用者アンケートの
結果

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

５００人を対象にした利用者アンケートを行い、利用者の意見や要望を
把握し、業務改善につなげている。また、日常の細かな気づきを毎月の
スタッフ会議で共有することで、利用者のニーズに応じた運営を行ってい
る。

（５）収支状況

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A 収支状況は安定しており、良好な状態で運営されている。

（６）その他

情報公開

個人情報保護

防災対策等
緊急時への対応

その他

平成２９年６月に実施している。

別紙のとおり。

添付の決算状況資料を参考。

該当事例なし。

管理運営業務の実施により取り扱う個人情報については、池田市個人情報保
護条例及び規則を遵守している。

緊急時には、市危機管理課の指導の下、適切な危機管理対応を実施する。

特になし。



担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A 情報公開、個人情報保護、防災対策など緊急時への対応について、指

導が徹底されており、これまでにも問題は発生していない。

総合評価

優

コメント

優

コメント

担当課の総合評価
（優・良・可・不可）

指定管理者の自己評価
（優・良・可・不可）

  開館直後の指定管理の受託以来、上方落語協会とも連携しながら積極的に館のＰＲを行ってい
る。広報媒体として、落語みゅーじあむのホームページやリーフレット、情報誌「かみ落語」を利用し、
落語の魅力や館の情報発信を継続的に実行している。
　施設管理については、利用者アンケートなどを用いてニーズを把握し、運営体制の向上につなげ
ている。
　入場者数について、開館当初から若干の減少傾向ではあったものの、近年の出前寄席の実施や
アマチュア落語家の養成講座を始めとするイベントの開催により、利用者の増加とサービスの向上
に努めている。
　関係各所との連携も図り、上方落語協会との落語会の開催や、地域と連携した出前寄席を行い、
地域を活性化し、「落語のまち池田」を発信し続けている。

　平成19年4月29日に、（財）池田市文化振興財団が運営していた落語みゅーじあむを同年7月に
（財）池田市文化振興財団の観光協会として、指定管理を受諾したが、平成29年4月より落語好きの
スタッフで落・楽倶楽部いけだとして管理、運営をしている。
　『落語のまち池田』を全国に知ってもらうため、平成19年10月池田市在住の六代桂文枝師匠に名
誉館長をお願いし、資料提供、指導助言を頂いている。また、アマチュア落語家養成講座では、プロ
の落語家に講師をお願いし、アマチュア落語家を育て、落語文化の普及を図っている。
　なお、講座の修了者には文枝師匠に落語家の高座名を命名していただき、757名のアマチュア落
語家が誕生した。これらのアマチュア落語家の活躍の場として、桂文枝師匠の提案により、社会人
落語日本一決定戦を実施しており、全国のアマチュア落語家が集う大会の発祥地、そして、交流の
場となっている。今年は１３回目の開催を予定している。
　なお、アマチュア落語家発表会寄席を毎年、2月から3月にかけて朝から夕方7時頃まで、3講座実
施し名誉館長桂文枝師匠名の修了証書及び奨励賞を授与している。この受講生からプロの落語家
も誕生している。アマチュア落語家が、交通費程度の実費の謝礼で出前寄席として、老人ホームや
公共施設、町内会、学校などに出向き、落語の笑いを届けている。
　プロの落語会、落語みゅーじあむ寄席を（社・法）上方落語協会の協力、連携のもと毎月実施し、
落語ファンの拡大を図っている。
　資料展示については、上方落語のCD647枚.DVD485枚.VHS141本.1500冊の図書の閲覧そして、
落語に関する資料を収蔵。これらが、無料で視聴でき、来館者に大変喜ばれている。
　展示室、イベントホールでは、池田にまつわる落語「池田の牛ほめ」「池田の猪買い」「鬼の面」を、
プロの落語家に演じてもらい、常時放映している。そして、「池田の牛ほめ」のミニチュアや「池田の
猪買い」の落語街道を受講生と歩いたパネルの展示や過去の猪狩りの五月山の写真の提示、そし
て、桂文枝師匠の落語に関する火鉢や座布団、暖簾の備品やネタ帳などをお借りし、親しんでもらっ
ている。
　何より、アマチュア落語家講習会では、プロの落語家が演じる舞台で練習でき、そして、講師に指
導してもらいちょっぴり、プロ気分を味わっている。そして、次のステップとして、社会人落語日本一決
定戦で日本一の名人を目指し、励んでいる。
　ここで、働くスタッフは、大部分大阪府の最低賃金額で、働いているが、受講生との交流や落語会
を楽しみに、頑張って、池田市から日本全国に、落語の笑いを届けたいと仕事をしている。笑いは人
との交流の場であり、来館者も勤務者も元気にしてくれる。本当に楽しい。



優

コメント

評価委員会の評価
（優・良・可・不可）

運営状況は年々改良されており、経営能力に優れている。
今後は後継者育成について期待する。
ＨＰを活用したＰＲや、情報誌「かみ落語」による情報発信にも努めている。
利用者アンケートの結果、市外からも多くの方が来館され、落語のまち池田をＰＲできていると評価
できる。
スタッフの対応についても高い評価を得ており、全体的な評価に繋がっている。
積極的な利用促進のために自主事業を実施し、その収入によって収支状況も健全である。






















































